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選挙区名称 候補者氏名 フリガナ 党名 問１ その他 問２

北海道選挙区 大林 誠 ｵｵﾊﾞﾔｼ ﾏｺﾄ 幸 1
北海道選挙区 徳永 エリ ﾄｸﾅｶﾞ ｴﾘ 民

北海道選挙区 畠山 和也 ﾊﾀﾔﾏ ｶｽﾞﾔ 共 3
北海道選挙区 藤川 雅司 ﾌｼﾞｶﾜ ﾏｻｼ 民

北海道選挙区 中川 賢一 ﾅｶｶﾞﾜ ｹﾝｲﾁ み

北海道選挙区 長谷川 岳 ﾊｾｶﾞﾜ ｶﾞｸ 自

青森県選挙区 升田 世喜男 ﾏｽﾀ ｾｷｵ た

青森県選挙区 波多野 里奈 ﾊﾀﾉ ﾘﾅ 民

青森県選挙区 山田 清彦 ﾔﾏﾀﾞ ｷﾖﾋｺ 社 3 グアム・テニアンへの全面的移設。

青森県選挙区 山崎 力 ﾔﾏｻﾞｷ ﾂﾄﾑ 自

青森県選挙区 吉俣 洋 ﾖｼﾏﾀ ﾖｳ 共 3
岩手県選挙区 高橋 雪文 ﾀｶﾊｼ ﾕｷﾌﾐ 自

岩手県選挙区 伊沢 昌弘 ｲｻﾞﾜ ﾏｻﾋﾛ 社 3
岩手県選挙区 主濱 了 ｼｭﾊﾏ ﾘｮｳ 民

岩手県選挙区 瀬川 貞清 ｾｶﾞﾜ ｻﾀﾞｷﾖ 共 3
宮城県選挙区 市川 一朗 ｲﾁｶﾜ ｲﾁﾛｳ 無

宮城県選挙区 加藤 幹夫 ｶﾄｳ ﾐｷｵ 共

宮城県選挙区 管野 哲雄 ｶﾝﾉ ﾃﾂｵ 社 3 無条件即時返還すべき。

宮城県選挙区 熊谷 大 ｸﾏｶﾞｲ ﾕﾀｶ 自 1
宮城県選挙区 菊地 文博 ｷｸﾁ ﾌﾐﾋﾛ み 1 今となっては政治的信頼回復が第一。

宮城県選挙区 桜井 充 ｻｸﾗｲ ﾐﾂﾙ 民

宮城県選挙区 伊藤 弘美 ｲﾄｳ ﾋﾛﾐ 民

宮城県選挙区 村上 義昭 ﾑﾗｶﾐ ﾖｼｱｷ 幸

秋田県選挙区 石井 浩郎 ｲｼｲ ﾋﾛｵ 自 1 危険な状況。早く移設すべきと考える。

秋田県選挙区 鈴木 陽悦 ｽｽﾞｷ ﾖｳｴﾂ 民

秋田県選挙区 藤田 和久 ﾌｼﾞﾀ ｶｽﾞﾋｻ 共 3 無条件撤去すべきです。

山形県選挙区 梅津 庸成 ｳﾒﾂ ﾖｳｾｲ 民

山形県選挙区 太田 俊男 ｵｵﾀ ﾄｼｵ 共 3
山形県選挙区 岸 宏一 ｷｼ ｺｳｲﾁ 自

山形県選挙区 川野 裕章 ｶﾜﾉ ﾋﾛｱｷ み

福島県選挙区 岩城 光英 ｲﾜｷ ﾐﾂﾋﾃﾞ 自

福島県選挙区 岩渕 友 ｲﾜﾌﾞﾁ ﾄﾓ 共 3
福島県選挙区 菅本 和雅 ｽｶﾞﾓﾄ ｶｽﾞﾏｻ み

福島県選挙区 増子 輝彦 ﾏｼｺ ﾃﾙﾋｺ 民

福島県選挙区 岡部 光規 ｵｶﾍﾞ ﾐﾂﾉﾘ 民

茨城県選挙区 岡田 広 ｵｶﾀﾞ ﾋﾛｼ 自

茨城県選挙区 稲葉 修敏 ｲﾅﾊﾞ ﾉﾌﾞﾄｼ 共 3
茨城県選挙区 大川 成典 ｵｵｶﾜ ｼｹﾞﾉﾘ み

茨城県選挙区 郡司 彰 ｸﾞﾝｼﾞ ｱｷﾗ 民

茨城県選挙区 長塚 智広 ﾅｶﾞﾂｶ ﾄﾓﾋﾛ 民

茨城県選挙区 中村 幸樹 ﾅｶﾑﾗ ｺｳｷ 幸 1
茨城県選挙区 吉田 里江 ﾖｼﾀﾞ ﾘｴ た

栃木県選挙区 荒木 大樹 ｱﾗｷ ｱｲｼﾞｭ み

栃木県選挙区 小池 一徳 ｺｲｹ ｶｽﾞﾉﾘ 共 3 無条件撤去以外に解決の道はない。

栃木県選挙区 簗瀬 進 ﾔﾅｾ ｽｽﾑ 民

栃木県選挙区 上野 通子 ｳｴﾉ ﾐﾁｺ 自

群馬県選挙区 富岡 由紀夫 ﾄﾐｵｶ ﾕｷｵ 民

群馬県選挙区 中曽根 弘文 ﾅｶｿﾈ ﾋﾛﾌﾐ 自

群馬県選挙区 店橋世津子 ﾀﾅﾊｼ ｾﾂｺ 共 3
埼玉県選挙区 伊藤 岳 ｲﾄｳ ｶﾞｸ 共 3 無条件全面撤去で米政府と交渉すべき。

埼玉県選挙区 島田 智哉子 ｼﾏﾀﾞ ﾁﾔｺ 民 4

埼玉県選挙区 大野 元裕 ｵｵﾉ ﾓﾄﾋﾛ 民 2
埼玉県選挙区 関口 昌一 ｾｷｸﾞﾁ ﾏｻｶｽﾞ 自

埼玉県選挙区 小林 司 ｺﾊﾞﾔｼ ﾂｶｻ み

埼玉県選挙区 中川 幸司 ﾅｶｶﾞﾜ ｺｳｼﾞ 改

米軍普天間基地の移転を日米同意通りに進め
るべき。

無条件撤去で米政府と交渉する。日米合意は
白紙にする。

普天間基地は撤去すべき。移設か廃止かは米
国が判断すべきものと考える。

日米合意を白紙撤回し、無条件撤去を求めて
対米交渉をする。

地元との信頼関係を回復し、日米合意にある平
成２６年の普天間飛行場返還をただちに進める
べき。

即時・無条件返還して、米国内に帰るべきです
。

アメリカ政府は、「地元の合意」がないところに
は、基地をおかない、これを基本原則にしてい
る。普天間基地の無条件撤去をアメリカ政府に
きっぱりと伝える。

国際法違反で取り上げた土地であり、無条件で
県民に返還する。

日米同盟を強化しつつ、核の脅威から国民を
守る防衛体制を構築するためにも、沖縄の米海
兵隊は重要な抑止力である。

無条件撤去。その立場でアメリカと正面から交
渉すべきです。

キャンプシュワブ辺野古地区及
びこれに隣接する水域

民主党マニフェストの中で、「普天間基地移設
問題に関しては、日米合意に基づいて、沖縄の
負担軽減に全力をあげます」と明記しています
。

米軍の駐留は沖縄県民に過重
な負担になっており、普天間基
地の海兵隊はできるだけ国外
に最低でも県外に移転させるべ
きだ。

普 天間基地は、地元住民に過重な負担となっ
ており、県外に移転させるべきであるが、現実
には移転先の選定や理解、米側との調整など
が必要であり、すぐに移転 さえることは難しい。
そこで、第一ステップとして、辺野古周辺に移転
させ、さらに第二ステップとして、沖縄県民の負
担を軽減する施策を実施する。
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埼玉県選挙区 院田 浩利 ｲﾝﾀﾞ ﾋﾛﾄｼ 幸

埼玉県選挙区 西田 実仁 ﾆｼﾀﾞ ﾏｺﾄ 公

埼玉県選挙区 長谷川 幸世 ﾊｾｶﾞﾜ ｺｳｾｲ 無 1 普天間の危険性をいち早く除去すべき。

埼玉県選挙区 日森 文尋 ﾋﾓﾘ ﾌﾐﾋﾛ 社 3

千葉県選挙区 猪口 邦子 ｲﾉｸﾞﾁ ｸﾆｺ 自 1
千葉県選挙区 道 あゆみ ﾐﾁ ｱﾕﾐ 民

千葉県選挙区 水野 賢一 ﾐｽﾞﾉ ｹﾝｲﾁ み

千葉県選挙区 古閑 比佐志 ｺｶﾞ ﾋｻｼ 改

千葉県選挙区 清水 哲 ｼﾐｽﾞ ｻﾄｼ 創

千葉県選挙区 牧野 正彦 ﾏｷﾉ ﾏｻﾋｺ 幸

千葉県選挙区 小西 洋之 ｺﾆｼ ﾋﾛﾕｷ 民

千葉県選挙区 椎名 一保 ｼｲﾅ ｶｽﾞﾔｽ 自

千葉県選挙区 斉藤 和子 ｻｲﾄｳ ｶｽﾞｺ 共 3
東京都選挙区 小川 敏夫 ｵｶﾞﾜ ﾄｼｵ 民

東京都選挙区 小池 晃 ｺｲｹ ｱｷﾗ 共 3 無条件で撤去すべきです。

東京都選挙区 中川 雅治 ﾅｶｶﾞﾜ ﾏｻﾊﾙ 自 4

東京都選挙区 森原 秀樹 ﾓﾘﾊﾗ ﾋﾃﾞｷ 社 3
東京都選挙区 蓮 舫 ﾚﾝﾎｳ 民

東京都選挙区 竹谷 とし子 ﾀｹﾔ ﾄｼｺ 公

東京都選挙区 江木 佐織 ｴｷﾞ ｻｵﾘ 国

東京都選挙区 松田 公太 ﾏﾂﾀﾞ ｺｳﾀ み

東京都選挙区 海治広太郎 ｳﾐｼﾞ ｺｳﾀﾛｳ 改

東京都選挙区 小倉 麻子 ｵｸﾞﾗ ｱｻｺ た

東京都選挙区 山田 宏 ﾔﾏﾀﾞ ﾋﾛｼ 創

東京都選挙区 矢内 筆勝 ﾔﾅｲ ﾋｯｼｮｳ 幸

東京都選挙区 佐野 秀光 ｻﾉ ﾋﾃﾞﾐﾂ 諸

東京都選挙区 又吉 光雄 ﾏﾀﾖｼ ﾐﾂｵ 諸

東京都選挙区 石原 結実 ｲｼﾊﾗ ﾕｳﾐ 無

東京都選挙区 東海 由紀子 ﾄｳｶｲ ﾕｷｺ 自

東京都選挙区 阪 彰敏 ｻｶ ｱｷﾄｼ 諸

東京都選挙区 マック 赤坂 ﾏｯｸ ｱｶｻｶ 諸

東京都選挙区 和合 秀典 ﾜｺﾞｳ ﾋﾃﾞﾉﾘ 諸

東京都選挙区 沢田 哲夫 ｻﾜﾀﾞ ﾃﾂｵ 無

東京都選挙区 田中 博子 ﾀﾅｶ ﾋﾛｺ 無

東京都選挙区 姫治 けんじ ﾋﾒｼﾞ ｹﾝｼﾞ 諸

東京都選挙区 松本 実 ﾏﾂﾓﾄ ﾐﾉﾙ 無

東京都選挙区 小川 昇志 ｵｶﾞﾜ ｼｮｳｼﾞ 無

神奈川県選挙区 加藤 文康 ｶﾄｳ ﾌﾞﾝｺｳ 幸 1

神奈川県選挙区 木村 栄子 ｷﾑﾗ ｴｲｺ 社 3
神奈川県選挙区 千葉 景子 ﾁﾊﾞ ｹｲｺ 民

神奈川県選挙区 金子 洋一 ｶﾈｺ ﾖｳｲﾁ 民

神奈川県選挙区 山本 誠一 ﾔﾏﾓﾄ ｾｲｲﾁ 無

神奈川県選挙区 小泉 昭男 ｺｲｽﾞﾐ ｱｷｵ 自

神奈川県選挙区 畑野 君枝 ﾊﾀﾉ ｷﾐｴ 共 3
神奈川県選挙区 中西 健治 ﾅｶﾆｼ ｹﾝｼﾞ み

神奈川県選挙区 甲斐 敬浩 ｶｲ ﾀｶﾋﾛ 改

神奈川県選挙区 松田 学 ﾏﾂﾀﾞ ﾏﾅﾌﾞ た

新潟県選挙区 近藤 正道 ｺﾝﾄﾞｳ ﾏｻﾐﾁ 無 2

新潟県選挙区 武田 勝利 ﾀｹﾀﾞ ｼｮｳﾘ 共 3
新潟県選挙区 田中 直紀 ﾀﾅｶ ﾅｵｷ 民

新潟県選挙区 笠巻 健也 ｶｻﾏｷ ｹﾝﾔ 幸

新潟県選挙区 中原 八一 ﾅｶﾊﾗ ﾔｲﾁ 自

新潟県選挙区 安中 聡 ｱﾝﾅｶ ｻﾄｼ 無

富山県選挙区 相本 芳彦 ｱｲﾓﾄ ﾖｼﾋｺ 民

富山県選挙区 高橋 渡 ﾀｶﾊｼ ﾜﾀﾙ 共 3 無条件撤退。

富山県選挙区 野上 浩太郎 ﾉｶﾞﾐ ｺｳﾀﾛｳ 自

世界で一番危険な基地であり、近隣住民の生
命と生活をおびやかすもの。即刻、基地の返還
を。
地元住民の方々との信頼関係を再構築すると
ころから始めるべき。

日米合意の白紙撤回、基地の無条件撤去の要
求で対米交渉をおこなう。

自民党政権時代の辺野古沿岸
部案がベストだが、まずは地元
住民の方々との信頼関係構築
からスタートすべきである。

普 天間基地の移設に関しては、日本の安全保
障の観点から「抑止力の維持」と「地元負担の
軽減」ということが重要。基地周辺住民の方々
に様々な負担をかけてい ることを踏まえつつ、
沖縄における米軍基地の整理・統合・縮小をは
じめ、基地周辺住民の方々の負担軽減や生活
環境の整備などの諸施策を推進します。
とりあえず県外・国外へ移転。将来的には全面
撤退。

日米同盟は今日の日本の国防に不可欠である
から、当初の日米合意を履行し、辺野古へ移設
すべき。
普天間基地は即時返還、移設先は国外で日米
交渉のやり直し。

「日米合意」を撤回し、移設条件なしの無条件
撤去を求め、対米交渉を堂々と行うべき。

移転（代替基地）が必要なら、費
用負担の手がかりに、テニアン
、グアムへの移転を求めて、ア
メリカ政府と粘り強く交渉すべき
だ。

無条件撤去を求めてアメリカと本腰の交渉をお
こなうべき。
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石川県選挙区 近松 美喜子 ﾁｶﾏﾂ ﾐｷｺ 共 3
石川県選挙区 西原 啓 ﾆｼﾊﾗ ｱｷﾗ 民

石川県選挙区 岡田 直樹 ｵｶﾀﾞ ﾅｵｷ 自

福井県選挙区 井ノ部 航太 ｲﾉﾍﾞ ｺｳﾀ 民

福井県選挙区 山田 和雄 ﾔﾏﾀﾞ ｶｽﾞｵ 共 3 代替案など提案せず、無条件に撤去すべき。

福井県選挙区 山崎 正昭 ﾔﾏｻﾞｷ ﾏｻｱｷ 自

山梨県選挙区 輿石 東 ｺｼｲｼ ｱｽﾞﾏ 民

山梨県選挙区 花田 仁 ﾊﾅﾀﾞ ﾋﾄｼ 共 3
山梨県選挙区 根本 直幸 ﾈﾓﾄ ﾅｵﾕｷ 無

山梨県選挙区 宮川 典子 ﾐﾔｶﾞﾜ ﾉﾘｺ 自

山梨県選挙区 木川 貴志 ｷｶﾞﾜ ﾀｶｼ 無

長野県選挙区 中野 早苗 ﾅｶﾉ ｻﾅｴ 共 4
長野県選挙区 井出 庸生 ｲﾃﾞ ﾖｳｾｲ み

長野県選挙区 臼田 寛明 ｳｽﾀﾞ ﾋﾛｱｷ 幸 1 日米合意に基づき建設をすすめる。

長野県選挙区 北澤 俊美 ｷﾀｻﾞﾜ ﾄｼﾐ 民

長野県選挙区 高島 陽子 ﾀｶｼﾏ ﾖｳｺ 民 2

長野県選挙区 若林 健太 ﾜｶﾊﾞﾔｼ ｹﾝﾀ 自 4

岐阜県選挙区 加納 有輝彦 ｶﾉｳ ﾕｷﾋｺ 幸 1
岐阜県選挙区 鈴木 正典 ｽｽﾞｷ ﾏｻﾉﾘ 共 3 無条件撤去を求める。

岐阜県選挙区 山下 八洲夫 ﾔﾏｼﾀ ﾔｽｵ 民

岐阜県選挙区 小見山 幸治 ｺﾐﾔﾏ ﾖｼﾊﾙ 民

岐阜県選挙区 渡辺 猛之 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾀｹﾕｷ 自

静岡県選挙区 河合 純一 ｶﾜｲ ｼﾞｭﾝｲﾁ み

静岡県選挙区 藤本 祐司 ﾌｼﾞﾓﾄ ﾕｳｼﾞ 民 4
静岡県選挙区 中野 雄太 ﾅｶﾉ ﾕｳﾀ 幸

静岡県選挙区 中本 奈緒子 ﾅｶﾓﾄ ﾅｵｺ 民

静岡県選挙区 渡辺 浩美 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾛﾐ 共 3
静岡県選挙区 岩井 茂樹 ｲﾜｲ ｼｹﾞｷ 自

愛知県選挙区 青山 光子 ｱｵﾔﾏ ﾐﾂｺ 社 3 即時・無条件撤去すべき。

愛知県選挙区 藤川 政人 ﾌｼﾞｶﾜ ﾏｻﾋﾄ 自

愛知県選挙区 斉藤 嘉隆 ｻｲﾄｳ ﾖｼﾀｶ 民 2
愛知県選挙区 中根 裕美 ﾅｶﾈ ﾋﾛﾐ 幸

愛知県選挙区 本村 伸子 ﾓﾄﾑﾗ ﾉﾌﾞｺ 共 3
愛知県選挙区 薬師寺 道代 ﾔｸｼｼﾞ ﾐﾁﾖ み 1 移設すべき。

愛知県選挙区 安井 美沙子 ﾔｽｲ ﾐｻｺ 民

三重県選挙区 芝 博一 ｼﾊﾞ ﾋﾛｶｽﾞ 民

三重県選挙区 中野 武史 ﾅｶﾉ ﾀｹｼ 共 3
三重県選挙区 小野崎 耕平 ｵﾉｻﾞｷ ｺｳﾍｲ 自

三重県選挙区 矢原 由佳子 ﾔﾊﾗ ﾕｶｺ み

滋賀県選挙区 川内 卓 ｶﾜｳﾁ ﾀｶｼ 共 3 無条件で撤去させるべき。

滋賀県選挙区 武村 展英 ﾀｹﾑﾗ ﾉﾌﾞﾋﾃﾞ 自 1 ２００６年の日米合意に基づき移設すべき。

滋賀県選挙区 林 久美子 ﾊﾔｼ ｸﾐｺ 民 4
滋賀県選挙区 小西 理 ｺﾆｼ ｵｻﾑ 無

京都府選挙区 福山 哲郎 ﾌｸﾔﾏ ﾃﾂﾛｳ 民

京都府選挙区 河上 満栄 ｶﾜｶﾐ ﾐﾂｴ 民

基地の無条件撤去が実現した段階で、県民、
住民の活用意向調査を行い、基地に依存しな
い豊かな沖縄の自然・文化がいきる観光、農業
、中小企業の復興に役立てていく。

移設先は国内のどこにもない。無条件撤去の
ためにアメリカとの本腰を入れて交渉をすべき
。

「米軍再編」の名による新基地
建設・基地強化に反対し、基地
のない日本をめざしてたたかう
。。

「日米合意」を白紙撤回し、無条件撤去を求め
て対米交渉をする。

まずは沖縄県民の願いを改めて受け止め、衆
院任期いっぱいかけて現状把握、検討する。

自由民主党が永年にわたり、沖
縄県民の皆様と話し合い合意し
た成果を民主党は県民、国民を
だまして混乱させた責任は大き
い。まず日米合意ありきでなく、
県民・国民都の合意を優先させ
るべき。民主党は方針転換した
ことを率直にお詫びし、マニフェ
ストを訂正すべき。

自由民主党が進めてきた方向に沿って再度話
し合いをしながら決めるべき。
周辺に住む住民を集団で県内外の地域に転居
して頂く。移設先は高級住宅仕様とする。

辺野古に移設すべきとは言わ
ないが、政府の慎重な検討であ
るが故に尊重する。但し今後も
沖縄の負担軽減は継続して交
渉するべきである。

普天間基地は移設しなければ危険である。現
時点では辺野古が適当である。

日米合意を白紙撤回し、移設条件なしの撤去
＝無条件撤去を求めてアメリカと本腰を入れて
交渉を始めるべきです。

２，３は同じ回答でしょう。３が日
米安保体制に触れており、より
前進的な回答かな！

東アジアの緊張緩和と理解、経済的一体化を
総合的に進める中で解決が図られるべき。

日米合意を白紙に戻し、無条件撤去を求めて
対米交渉する。

日米合意を白紙撤回し、移設条件なしの撤去を
求めて米政府と交渉する。

日米安保体制のもとで、在日米
軍基地のあり方を早々に検討
する必要がある。

沖 縄県民の過重な負担を軽減するために、訓
練を他の地域に分散させる、基地を分散させる
、またはそのものを移転させるにしても、沖縄お
よびその他の地域、さ らには国民全体で負担
を分かち合うという認識・理解が得られるように
、じっくり丁寧な議論を積み重ね、米国へも対応
をしていく必要があると考える。
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京都府選挙区 成宮 真理子 ﾅﾙﾐﾔ ﾏﾘｺ 共 3
京都府選挙区 北川 智子 ｷﾀｶﾞﾜ ｻﾄｺ 幸

京都府選挙区 二之湯 智 ﾆﾉﾕ ｻﾄｼ 自

京都府選挙区 中川 卓也 ﾅｶｶﾞﾜ ﾀｸﾔ み

大阪府選挙区 石川 博崇 ｲｼｶﾜ ﾋﾛﾀｶ 公 4 米軍基地の縮小、地位協定の見直し。

大阪府選挙区 尾立 源幸 ｵﾀﾞﾁ ﾓﾄﾕｷ 民

大阪府選挙区 岡部 まり ｵｶﾍﾞ ﾏﾘ 民

大阪府選挙区 清水 忠史 ｼﾐｽﾞ ﾀﾀﾞｼ 共 3 世界一危険な基地であり、即時撤去すべき。

大阪府選挙区 大川 朗子 ｵｵｶﾜ ｱｷｺ 社

大阪府選挙区 改

大阪府選挙区 浜野 夕希子 ﾊﾏﾉ ﾕｷｺ 創

大阪府選挙区 深田 敏子 ﾌｶﾀﾞ ﾄｼｺ 幸

大阪府選挙区 北川 イッセイ ｷﾀｶﾞﾜ ｲｯｾｲ 自

大阪府選挙区 川平 泰三 ｶﾜﾋﾗ ﾀｲｿﾞｳ み

兵庫県選挙区 堀内 照文 ﾎﾘｳﾁ ﾃﾙﾌﾐ 共 3
兵庫県選挙区 水岡 俊一 ﾐｽﾞｵｶ ｼｭﾝｲﾁ 民

兵庫県選挙区 三橋 真記 ﾐﾊｼ ﾏｷ 民

兵庫県選挙区 吉田 愛弥 ﾖｼﾀﾞ ｱｲﾐ 改

兵庫県選挙区 高木 義彰 ﾀｶｷﾞ ﾖｼｱｷ 幸

兵庫県選挙区 井坂 信彦 ｲｻｶ ﾉﾌﾞﾋｺ み

兵庫県選挙区 末松 信介 ｽｴﾏﾂ ｼﾝｽｹ 自

奈良県選挙区 太田 敦 ｵｵﾀ ｱﾂｼ 共 3 無条件即時撤去しかありません。

奈良県選挙区 前川 清成 ﾏｴｶﾜ ｷﾖｼｹﾞ 民

奈良県選挙区 山田 衆三 ﾔﾏﾀﾞ ｼｭｳｿﾞｳ 自

和歌山県選挙区 島 久美子 ｼﾏ ｸﾐｺ 民 2
和歌山県選挙区 鶴保 庸介 ﾂﾙﾎ ﾖｳｽｹ 自

和歌山県選挙区 吉田 雅哉 ﾖｼﾀﾞ ﾏｻﾔ 共 3 無条件撤去こそ解決をはかることができます。

鳥取県選挙区 岩永 尚之 ｲﾜﾅｶﾞ ﾅｵﾕｷ 共 3 無条件撤去。

鳥取県選挙区 坂野 真理 ｻｶﾉ ﾏﾘ 民 4 ていねいな説明で、沖縄の協力を得ること。

鳥取県選挙区 浜田 和幸 ﾊﾏﾀﾞ ｶｽﾞﾕｷ 自

島根県選挙区 青木 一彦 ｱｵｷ ｶｽﾞﾋｺ 自

島根県選挙区 石飛 育久 ｲｼﾄﾋﾞ ｲｸﾋｻ 共 3 無条件撤去。

島根県選挙区 岩田 浩岳 ｲﾜﾀ ﾋﾛﾀｶ 民 2 普天間基地は撤去。

島根県選挙区 桜内 朋雄 ｻｸﾗｳﾁ ﾄﾓｵ み

岡山県選挙区 江田 五月 ｴﾀﾞ ｻﾂｷ 民 4

岡山県選挙区 垣内 雄一 ｶｷｳﾁ ﾕｳｲﾁ 共 3

岡山県選挙区 山田 美香 ﾔﾏﾀﾞ ﾐｶ 自 4
広島県選挙区 大西 理 ｵｵﾆｼ ｵｻﾑ 共 3 無条件に撤去。

広島県選挙区 柳田 稔 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾐﾉﾙ 民

広島県選挙区 中川 圭 ﾅｶｶﾞﾜ ｹｲ 民 4 移設・返還。

広島県選挙区 宮沢 洋一 ﾐﾔｻﾞﾜ ﾖｳｲﾁ 自

広島県選挙区 植松 満雄 ｳｴﾏﾂ ﾐﾂｵ 幸

山口県選挙区 木佐木 丈助 ｷｻｷ ﾀﾞｲｽｹ 共 3 無条件撤去しか解決策はありません。

山口県選挙区 岸 信夫 ｷｼ ﾉﾌﾞｵ 自

山口県選挙区 原田 大二郎 ﾊﾗﾀﾞ ﾀﾞｲｼﾞﾛｳ 民

徳島県選挙区 古田 元則 ﾌﾙﾀ ﾓﾄﾉﾘ 共 3 無条件撤去すべき。

徳島県選挙区 吉田 益子 ﾖｼﾀﾞ ﾏｽｺ 民

徳島県選挙区 小池 正勝 ｺｲｹ ﾏｻｶﾂ 改

徳島県選挙区 竹尾 あけみ ﾀｹｵ ｱｹﾐ 幸

徳島県選挙区 中西 祐介 ﾅｶﾆｼ ﾕｳｽｹ 自

徳島県選挙区 豊川 卓 ﾄﾖｶﾜ ﾀｶｼ 無

香川県選挙区 磯崎 仁彦 ｲｿｻﾞｷ ﾖｼﾋｺ 自 1 早期に廃止すべし。

もともと米軍が住民から不法に取り上げた土地
であり、移転先は日本国内のどこにもなく、世界
一危険な基地は無条件撤去が当然です。

沖縄県民の頭越しに決めるの
ではなく、普天間の危険性除去
のため政府の責任で早期解決
すべき。

山分 ネルソン 
祥興

ﾔﾏﾜｹ ﾈﾙｿﾝ ﾖ
ｼｵｷ

無条件撤去を求めて米政府と本腰を入れて交
渉する。

１９９６年のSACO合意、２００６
年の日米ロードマップに基づき
止めること。

５月２８日の日米合意を踏まえ
るが、移設計画や負担軽減の
具体策について、沖縄県を始め
地元の方々に誠心誠意説明し、
理解を求めていく。

普天間基地の移設・返還と一部海兵隊のグア
ム移転は実施すべきである。
日米合意を白紙撤回し、無条件撤去を求めて
対米交渉をする。

朝鮮半島、東シナ海での脅威が
高まるなか、日本の平和を守る
ため、今まで以上、丁寧に沖縄
県民の皆様と協議していくこと
が大切と考える。

日米合意を踏まえつつ、沖縄の
負担軽減に全力を尽くすべき。

基地周辺住民の方々に様々な
負担をかけていることを踏まえ
つつ、沖縄における米軍基地の
整理・統合・縮小をはじめ、基地
周辺の方々の負担軽減や生活
環境の整備などの諸施策を推
進。特に新たな負担を被る関係
自治体には特別な配慮。
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香川県選挙区 岡内 須美子 ｵｶｳﾁ ｽﾐｺ 無

香川県選挙区 藤田 均 ﾌｼﾞﾀ ﾋﾄｼ 共 ３、４ 無条件撤去。

愛媛県選挙区 岡平 知子 ｵｶﾋﾗ ﾄﾓｺ 民

愛媛県選挙区 郡 昭浩 ｺｵﾘ ｱｷﾋﾛ 無 １，４ カジノ特区・２５歳以上でないと立ち入り禁止。

愛媛県選挙区 田中 克彦 ﾀﾅｶ ｶﾂﾋｺ 共 3

愛媛県選挙区 山本 順三 ﾔﾏﾓﾄ ｼﾞｭﾝｿﾞｳ 自

高知県選挙区 春名 直章 ﾊﾙﾅ ﾅｵｱｷ 共 ３，４ 無条件撤去。

高知県選挙区 広田 一 ﾋﾛﾀ ﾊｼﾞﾒ 民

高知県選挙区 田村 公平 ﾀﾑﾗ ｺｳﾍｲ 無

高知県選挙区 高野 光二郎 ﾀｶﾉ ｺｳｼﾞﾛｳ 自

高知県選挙区 藤島 利久 ﾌｼﾞｼﾏ ﾄｼﾋｻ 無

福岡県選挙区 大家 敏志 ｵｵｲｴ ｻﾄｼ 自

福岡県選挙区 大久保 勉 ｵｵｸﾎﾞ ﾂﾄﾑ 民 2 一国も早く全面的に返還されるべきです。

福岡県選挙区 篠田 清 ｼﾉﾀﾞ ｷﾖｼ 共 3 無条件撤去の方針で米政府と交渉すべき。

福岡県選挙区 堤 要 ﾂﾂﾐ ｶﾅﾒ 無 4
福岡県選挙区 吉村 剛太郎 ﾖｼﾑﾗ ｺﾞｳﾀﾛｳ 国

福岡県選挙区 佐藤 正夫 ｻﾄｳ ﾏｻｵ み

福岡県選挙区 吉富 和枝 ﾖｼﾄﾐ ｶｽﾞｴ 幸

佐賀県選挙区 甲木 美知子 ｶﾂｷ ﾐﾁｺ 民

佐賀県選挙区 福岡 資麿 ﾌｸｵｶ ｼﾏ 自

佐賀県選挙区 山口 勝弘 ﾔﾏｸﾞﾁ ｶﾂﾋﾛ 共 3 無条件撤去。

長崎県選挙区 犬塚 直史 ｲﾇﾂﾞｶ ﾀﾀﾞｼ 民 4

長崎県選挙区 金子 源二郎 ｶﾈｺ ｹﾞﾝｼﾞﾛｳ 自 2

長崎県選挙区 渕瀬 栄子 ﾌﾁｾ ｴｲｺ 共 3
長崎県選挙区 中嶋 徳彦 ﾅｶｼﾏ ﾉﾘﾋｺ み

熊本県選挙区 本田 浩一 ﾎﾝﾀﾞ ｺｳｲﾁ 民

熊本県選挙区 本田 顕子 ﾎﾝﾀﾞ ｱｷｺ み

熊本県選挙区 安達 安人 ｱﾀﾞﾁ ﾔｽﾄ 共 3
熊本県選挙区 前田 武男 ﾏｴﾀﾞ ﾀｹｵ 創

熊本県選挙区 松村 祥史 ﾏﾂﾑﾗ ﾖｼﾌﾐ 自

大分県選挙区 足立 信也 ｱﾀﾞﾁ ｼﾝﾔ 民 2
大分県選挙区 小田原 潔 ｵﾀﾞﾜﾗ ｷﾖｼ 自

大分県選挙区 山下 魁 ﾔﾏｼﾀ ｶｲ 共 3
宮崎県選挙区 馬場 洋光 ﾊﾞﾊﾞ ﾋﾛﾐﾂ 共 3 無条件で即時撤去させるべき。

宮崎県選挙区 松下 新平 ﾏﾂｼﾀ ｼﾝﾍﾟｲ 自 4
宮崎県選挙区 渡辺 創 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｿｳ 民

鹿児島県選挙区 柿内 弘一郎 民 2
鹿児島県選挙区 野村 哲郎 ﾉﾑﾗ ﾃﾂﾛｳ 自

鹿児島県選挙区 山口 陽則 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾊﾙｷ 共 3 無条件撤退をもとめて米国と交渉する。

沖縄県選挙区 伊集 唯行 ｲｼﾞｭ ﾀﾀﾞﾕｷ 無 3 即時閉鎖・無条件撤去。

沖縄県選挙区 島尻 安伊子 ｼﾏｼﾞﾘ ｱｲｺ 自

沖縄県選挙区 山城 博治 ﾔﾏｼﾛ ﾋﾛｼﾞ 無 2 県外・国外移転による即時閉鎖、返還。

沖縄県選挙区 金城 竜郎 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾀﾂﾛｳ 幸

比例区 赤石 清美 ｱｶｲｼ ｷﾖﾐ 自 4
比例区 饗庭 直道 ｱｴﾊﾞ ｼﾞｷﾄﾞｳ 幸

比例区 秋野 公造 ｱｷﾉ ｺｳｿﾞｳ 公

比例区 秋元 司 ｱｷﾓﾄ ﾂｶｻ 自

アメリカ軍は日本から出てもらう
。

飛行機・ヘリコプター等々と小分
けにしてそれぞれを乗せた状態
のユニットとしてのホーバークラ
フトを沖縄沿岸と辺野古沖に待
機させ、浮かぶ飛行島を構築さ
せて・・・対処する。より具体的
には別紙の通り。

無条件即時撤去すべきです。米軍へ引き揚げ
ればよい。

安保条約を破棄し、友好条約に
変える。

日米同盟のもとで、沖縄の負担
を着実に軽減していくことが重
要です。

日米同盟のもとで、沖縄の負担を着実に軽減し
ていくことが重要です。

二国間同盟である日米安保を
進化させ、東アジアに多国間安
全保障体制を創出すべきだ。

まず普天間、嘉手納の一部、那覇空港の航空
自衛隊基地などを県内に集合移転させ、同時
に在沖米軍専用仕様地域の約８割を一括返還
させる。新基地の管理は自衛隊が行う。日米地
位協定は国連地位協定に置き換える。
国外移転が難しければ、米軍が駐留していな
い県外に移転できるよう、米軍及び移転候補地
の自治体の合意を得る必要あり。
米軍基地を無条件で撤去し、土地は返還させる
べき。

移設条件なしの無条件撤去を求めて米国と本
腰を入れて交渉すべき。

沖縄の負担軽減策については、より多くの当事
者（全国知事会含む）による、「熟慮」と「討議」
を重ねながら具体的な対策を考えていく必要が
ある。

「日米合意」を破棄して普天間基地は「無条件
撤去」。

自民党政権時代の辺野古沿岸
部案がベストだが、まずは地元
住民の方々との信頼関係構築
からスタートすべきである。

普 天間基地の移設に関しては、日本の安全保
障の観点から「抑止力の維持」と「地元負担の
軽減」ということが重要。基地周辺住民の方々
に様々な負担をかけてい ることを踏まえつつ、
沖縄における米軍基地の整理・統合・縮小をは
じめ、基地周辺住民の方々の負担軽減や生活
環境の整備などの諸施策を推進します。

ｶｷｳﾁ ｺｳｲﾁﾛ
ｳ

‘０６のロードマップ、‘０９のグアム協定で明記
されている、‘１４グアム移転を順守すべき。

辺野古沿岸部。自民党案でいく
べきだが、こじらせてしまった現
在は再度地元民と信頼回復を
まずは構築する必要があると考
える。

移設については抑止力の維持がポイントと考え
る。安保の観点からみるのと同時に地元負担
の軽減等諸施策も講ずるべき。
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比例区 浅野 隆雄 ｱｻﾉ ﾀｶｵ 社 3県外・国外移設をすべき。

比例区 足高 慶宣 ｱｼﾀｶ ﾖｼﾉﾌﾞ た

比例区 阿達 雅志 ｱﾀﾞﾁ ﾏｻｼ 自

比例区 雨宮 秀樹 ｱﾒﾐﾔ ﾋﾃﾞｷ 公

比例区 荒井 広幸 ｱﾗｲ ﾋﾛﾕｷ 改

比例区 荒木 清寛 ｱﾗｲ ｷﾖﾋﾛ 公

比例区 有田 芳生 ｱﾘﾀ ﾖｼﾌ 民 3
比例区 安藤 高夫 ｱﾝﾄﾞｳ ﾀｶｵ 民

比例区 家西 悟 ｲｴﾆｼ ｻﾄﾙ 民

比例区 池谷 幸雄 ｲｹﾀﾆ ﾕｷｵ 民

比例区 石井 茂 ｲｼｲ ｼｹﾞﾙ 民

比例区 石川 悦男 ｲｼｶﾜ ｴﾂｵ 幸

比例区 石川 敬子 ｲｼｶﾜ ｹｲｺ 女

比例区 石橋 通宏 ｲｼﾊﾞｼ ﾐﾁﾋﾛ 民

比例区 板倉 一幸 ｲﾀｸﾗ ｶｽﾞﾕｷ 民

比例区 一瀬 明宏 ｲﾁｾ ｱｷﾋﾛ 自

比例区 市田 忠義 ｲﾁﾀﾞ ﾀﾀﾞﾖｼ 共 3 即時無条件撤退。

比例区 伊藤 和央 ｲﾄｳ ｶｽﾞｵ 民

比例区 伊藤 始 ｲﾄｳ ﾊｼﾞﾒ 自

比例区 浮島 智子 ｳｷｼﾏ ﾄﾓｺ 公

比例区 上里 清美 ｳｴｻﾞﾄ ｷﾖﾐ 共 3 即時閉鎖・無条件撤去。

比例区 上野 宏史 ｳｴﾉ ﾋﾛｼ み

比例区 臼井 正人 ｳｽｲ ﾏｻﾄ 自

比例区 宇都 隆史 ｳﾄ ﾀｶｼ 自

比例区 江口 克彦 ｴｸﾞﾁ ｶﾂﾋｺ み

比例区 江崎 孝 ｴｻﾞｷ ﾀｶｼ 民

比例区 江本 孟紀 ｴﾓﾄ ﾀｹﾉﾘ 国

比例区 大石 正光 ｵｵｲｼ ﾏｻﾐﾂ 民

比例区 大嶋 幸治 ｵｵｼﾏ ｺｳｼﾞ み

比例区 大瀬 敬昭 ｵｵｾ ﾉﾘｱｷ 社

比例区 大西 宏幸 ｵｵﾆｼ ﾋﾛﾕｷ 自

比例区 大平 喜信 ｵｵﾋﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ 共 3 無条件撤去。

比例区 岡 佑樹 ｵｶ ﾕｳｷ た

比例区 岡崎 友紀 ｵｶｻﾞｷ ﾕｷ 民

比例区 岡崎 裕 ｵｶｻﾞｷ ﾕﾀｶ 共 3
比例区 岡 千陽 ｵｶ ﾁﾊﾙ 共 3 無条件で撤去すべきです。

比例区 岡野 俊昭 ｵｶﾉ ﾄｼｱｷ 創

比例区 小熊 慎司 ｵｸﾞﾏ ｼﾝｼﾞ み 1 完全移設。

比例区 小野 綾子 ｵﾉ ｱﾔｺ 公

比例区 小野 次郎 ｵﾉ ｼﾞﾛｳ み

比例区 小野寺 有一 ｵﾉﾃﾞﾗ ﾕｳｲﾁ 自

比例区 片岡 佳世子 ｶﾀｵｶ ｶﾖｺ 女

比例区 片山 和子 ｶﾀﾔﾏ ｶｽﾞｺ 共 3
比例区 片山 さつき ｶﾀﾔﾏ ｻﾂｷ 自

比例区 片山 虎之助 ｶﾀﾔﾏ ﾄﾗﾉｽｹ た

比例区 桂 きん枝 ｶﾂﾗ ｷﾝｼ 民

比例区 加藤 敏幸 ｶﾄｳ ﾄｼﾕｷ 民

比例区 亀原 了円 ｶﾒﾊﾗ ﾘｮｳｴﾝ 民

比例区 河江 明美 ｶﾜｴ ｱｹﾐ 共 3 無条件でただちに撤去すべきです。

比例区 神田 美佐子 ｶﾝﾀﾞ ﾐｻｺ 共 3 無条件に早く撤去すべきである。

比例区 神取 忍 ｶﾝﾄﾞﾘ ｼﾉﾌﾞ 自

比例区 喜納 昌吉 ｷﾅ ｼｮｳｷﾁ 民

比例区 木村 義雄 ｷﾑﾗ ﾖｼｵ 自

比例区 工藤 堅太郎 ｸﾄﾞｳ ｹﾝﾀﾛｳ 民

比例区 黒川 白雲 ｸﾛｶﾜ ﾊｸｳﾝ 幸

比例区 小池 敏昭 ｺｲｹ ﾄｼｱｷ 公

比例区 小坂 憲次 ｺｻｶ ｹﾝｼﾞ 自

比例区 小寺 弘之 ｺﾃﾞﾗ ﾋﾛﾕｷ 民

比例区 後藤 啓二 ｺﾞﾄｳ ｹｲｼﾞ み

比例区 後藤 俊秀 ｺﾞﾄｳ ﾄｼﾋﾃﾞ 国

比例区 小林 正夫 ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｻｵ 民

比例区 小林 解子 ｺﾊﾞﾔｼ ﾄｷｺ 共 3 無条件に撤去すべきである。

比例区 斉藤 弘 ｻｲﾄｳ ﾋﾛｼ 創

比例区 佐草 一優 ｻｸｻ ｶｽﾞﾏｻ 改

比例区 桜内 文城 ｻｸﾗｳﾁ ﾌﾐｷ み 4

比例区 ｻﾄｳ ﾁｮｳｳｴﾓﾝ 共 3 無条件撤去すべきと考えます。

閉鎖、移転し、たとえばガン治療などに有効な
国際医療都市にする。

「日米合意」を撤回し、移設条件なしの無条件
撤去を求め、対米交渉を堂々と行うべき。

無条件撤去でアメリカ政府と本腰を入れて交渉
。

本来なら、国家間で決定した現
行案が良かったのだが、現政権
が沖縄人々の心も日米関係も
壊してしまったので、まず信頼
関係の修復が必要です。

日本の安全保障、沖縄の負担軽減、米国との
外交、すべてにおいて万全の策がない為、日米
の合意案を基にし、沖縄の負担を軽減するよう
最大限配慮するのがベターです。

佐藤 長右衛
門
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比例区 佐藤 雅子 ｻﾄｳ ﾏｻｺ 女

比例区 佐藤 ゆかり ｻﾄｳ ﾕｶﾘ 自 1 完全移転。

比例区 清水 鴻一郎 ｼﾐｽﾞ ｺｳｲﾁﾛｳ み

比例区 清水 隆司 ｼﾐｽﾞ ﾀｶｼ 創

比例区 清水 信次 ｼﾐｽﾞ ﾉﾌﾞﾂｸﾞ 民

比例区 清水 美代子 ｼﾐｽﾞ ﾐﾖｺ 女

比例区 柴田 巧 ｼﾊﾞﾀ ﾀｸﾐ み

比例区 柴野 多伊三 ｼﾊﾞﾉ ﾀｲｿﾞｳ 自

比例区 下田 敦子 ｼﾓﾀﾞ ｱﾂｺ 民

比例区 庄野 真代 ｼｮｳﾉ ﾏﾖ 民

比例区 杉井 保之 ｽｷﾞｲ ﾔｽﾕｷ 創

比例区 杉村 太蔵 ｽｷﾞﾑﾗ ﾀｲｿﾞｳ た

比例区 杉本 哲也 ｽｷﾞﾓﾄ ﾃﾂﾔ 創

比例区 鈴木 敏之 ｽｽﾞｷ ﾄｼﾕｷ 公

比例区 大門 実紀史 ﾀﾞｲﾓﾝ ﾐｷｼ 共

比例区 高階 恵美子 ﾀｶｶﾞｲ ｴﾐｺ 自

比例区 竹内 栄一 ﾀｹｳﾁ ｴｲｲﾁ 民

比例区 竹内 恵美子 ﾀｹｳﾁ ｴﾐｺ 女

比例区 田島 美和 ﾀｼﾞﾏ ﾐﾜ 自

比例区 田城 郁 ﾀｼﾛ ｶｵﾙ 民 2
比例区 舘 信秀 ﾀﾁ ﾉﾌﾞﾋﾃﾞ み

比例区 田中 朝子 ﾀﾅｶ ｱｻｺ み

比例区 田中 茂 ﾀﾅｶ ｼｹﾞﾙ み

比例区 田中 雅英 ﾀﾅｶ ﾏｻｴ み

比例区 谷 亮子 ﾀﾆ ﾘｮｳｺ 民

比例区 谷合 正明 ﾀﾆｱｲ ﾏｻｱｷ 公

比例区 田村 耕太郎 ﾀﾑﾗ ｺｳﾀﾛｳ 民

比例区 田村 智子 ﾀﾑﾗ ﾄﾓｺ 共 3
比例区 塚本 直子 ﾂｶﾓﾄ ﾅｵｺ 女

比例区 蔦田 恵子 ﾂﾀﾀﾞ ｹｲｺ み

比例区 津田 弥太郎 ﾂﾀﾞ ﾔﾀﾛｳ 民

比例区 土田 博和 ﾂﾁﾀﾞ ﾋﾛｶｽﾞ 民

比例区 角田 宏子 ﾂﾉﾀﾞ ﾋﾛｺ 自 4

比例区 寺田 典城 ﾃﾗﾀ ｽｹﾋﾛ み 1
比例区 ドクター・中松 ﾄﾞｸﾀｰ・ﾅｶﾏﾂ 幸

比例区 敏 いとう ﾄｼ ｲﾄｳ 国

比例区 直嶋 正行 ﾅｵｼﾏ ﾏｻﾕｷ 民

比例区 永井 久美子 ﾅｶﾞｲ ｸﾐｺ 女

比例区 中川 義雄 ﾅｶｶﾞﾜ ﾖｼｵ た

比例区 長沢 広明 ﾅｶﾞｻﾜ ﾋﾛｱｷ 公

比例区 中田 宏 ﾅｶﾀ ﾋﾛｼ 創

比例区 中野 正志 ﾅｶﾉ ﾏｻｼ 自

比例区 中村 秀樹 ﾅｶﾑﾗ ﾋﾃﾞｷ 民

比例区 中村 博彦 ﾅｶﾑﾗ ﾋﾛﾋｺ 自

比例区 中村 幸嗣 ﾅｶﾑﾗ ﾕｷﾂｸﾞ 改

比例区 中畑 清 ﾅｶﾊﾀ ｷﾖｼ た

比例区 中山 成彬 ﾅｶﾔﾏ ﾅﾘｱｷ た

比例区 那谷屋 正義 ﾅﾀﾆﾔ ﾏｻﾖｼ 民

比例区 難波 奨二 ﾅﾝﾊﾞ ｼｮｳｼﾞ 民

比例区 西島 英利 ﾆｼｼﾞﾏ ﾋﾃﾞﾄｼ 自

比例区 西田 静郎 ﾆｼﾀﾞ ｼｽﾞｵ 共 3
比例区 西村 修 ﾆｼﾑﾗ ｵｻﾑ 国

比例区 西村 正美 ﾆｼﾑﾗ ﾏｻﾐ 民

比例区 仁比 聡平 ﾆﾋ ｿｳﾍｲ 共 3 即時・無条件で撤去すべきだ。

比例区 野村 紘一 ﾉﾑﾗ ｺｳｲﾁ 民

比例区 萩原 誠司 ﾊｷﾞﾜﾗ ｾｲｼﾞ 改

比例区 白 真勲 ﾊｸ ｼﾝｸﾝ 民

比例区 長谷川 憲正 ﾊｾｶﾞﾜ ｹﾝｾｲ 国

比例区 鳩山 太郎 ﾊﾄﾔﾏ ﾀﾛｳ 改

比例区 浜田 昌良 ﾊﾏﾀﾞ ﾏｻﾖｼ 公 4 ２０１４年までに移転し、危険な状況をなくす。

比例区 浜田 良之 ﾊﾏﾀﾞ ﾖｼﾕｷ 共 3 即時除去への交渉。

比例区 林 雅敏 ﾊﾔｼ ﾏｻﾄｼ 幸

「県外・国外移設」に最大の努力をし、米国とも
粘り強い交渉が必要。

日米合意を白紙撤回し、無条件撤去を求め対
米交渉する。

自民党政権時代の案がベスト。
まず地元住民の方々との信頼
再構築から。

日本の安全保障の上から抑止力の維持、地元
負担の軽減。
これからしかるべき期間において、脅威への抑
止力、急迫不正の侵害に対する機動力の観点
から現行どおり辺野古に建設すべきである。そ
のことに対して、全ての国民が感謝を示し、ご
理解を賜るよう努力すべきである。また将来の
グアム移転に向け、引き続き努力すべきである
。

「米軍再編」の名による新基地
建設・基地強化に反対し、基地
のない日本をめざして活動をす
すめます。

日米の合意は白紙にもどし、無条件撤去を求
めて、対米との交渉を正面から行うこと。

辺野古を第１候補として新たな
日米合意を検討すべき。
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比例区 原 和美 ﾊﾗ ｶｽﾞﾐ 社

比例区 日置 龍晴 ﾋｵｷ ﾀﾂﾊﾙ 自

比例区 平田 耕一 ﾋﾗﾀ ｺｳｲﾁ 自

比例区 広恵 敏秀 ﾋﾛｴ ﾄｼﾋﾃﾞ 公

比例区 広中 和歌子 ﾋﾛﾅｶ ﾜｶｺ 民

比例区 福井 智代 ﾌｸｲ ﾁﾖ 女

比例区 福島 瑞穂 ﾌｸｼﾏ ﾐｽﾞﾎ 社 3
比例区 藤井 厳喜 ﾌｼﾞｲ ｹﾞﾝｷ た

比例区 藤井 基之 ﾌｼﾞｲ ﾓﾄﾕｷ 自

比例区 藤末 健三 ﾌｼﾞｽｴ ｹﾝｿﾞｳ 民

比例区 藤巻 幸夫 ﾌｼﾞﾏｷ ﾕｷｵ み

比例区 古田 聡 ﾌﾙﾀ ｻﾄｼ 公

比例区 保坂 三蔵 ﾎｻｶ ｻﾝｿﾞｳ 自

比例区 保坂 展人 ﾎｻｶ ﾉﾌﾞﾄ 社 3
比例区 細野 浩司 ﾎｿﾉ ｺｳｼﾞ 公

比例区 堀内 恒夫 ﾎﾘｳﾁ ﾂﾈｵ 自

比例区 前田 武志 ﾏｴﾀﾞ ﾀｹｼ 民 4
比例区 前田 雄吉 ﾏｴﾀﾞ ﾕｳｷﾁ 民

比例区 松岡 徹 ﾏﾂｵｶ ﾄｵﾙ 民

比例区 松岡 力雄 ﾏﾂｵｶ ﾘｷｵ 民 2 検討中です。

比例区 松浪 健四郎 ﾏﾂﾅﾐ ｹﾝｼﾛｳ 自

比例区 円 より子 ﾏﾄﾞｶ ﾖﾘｺ 民

比例区 真山 勇一 ﾏﾔﾏ ﾕｳｲﾁ み

比例区 新渡 英夫 ｱﾗﾄ ﾋﾃﾞｵ 国

比例区 三ヶ尻 亮子 ﾐｶｼﾞﾘ ﾘｮｳｺ 共 3
比例区 三木 圭恵 ﾐｷ ｹｴ た

比例区 水落 敏栄 ﾐｽﾞｵﾁ ﾄｼｴｲ 自

比例区 三橋 貴明 ﾐﾂﾊｼ ﾀｶｱｷ 自

比例区 三原 じゅん子 ﾐﾊﾗ ｼﾞｭﾝｺ 自

比例区 宮越 馨 ﾐﾔｺｼ ｶｵﾙ み

比例区 宮崎 勝 ﾐﾔｻﾞｷ ﾏｻﾙ 公

比例区 宮野入 晶子 ﾐﾔﾉｲﾘ ｱｷｺ 共 3
比例区 宮本 一三 ﾐﾔﾓﾄ ｲﾁｿﾞｳ 国

比例区 村岡 敏英 ﾑﾗｵｶ ﾄｼﾋﾃﾞ た

比例区 村田 直治 ﾑﾗﾀ ﾅｵｼﾞ 民 2 日本にある米軍基地を段階的に縮小すべき。

比例区 森 正明 ﾓﾘ ﾏｻｱｷ 共 3
比例区 門伝 英慈 ﾓﾝﾃﾞﾝ ｴｲｼﾞ 自

比例区 八代 英太 ﾔｼﾛ ｴｲﾀ 民

比例区 安井 潤一郎 自

比例区 柳沢 光美 ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾐﾂﾖｼ 民

比例区 矢野 義昭 ﾔﾉ ﾖｼｱｷ 民

比例区 矢野 洋子 ﾔﾉ ﾖｳｺ 女

比例区 山田 太郎 ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ み 2
比例区 山谷 えり子 ﾔﾏﾀﾆ ｴﾘｺ 自

比例区 湯沢 大地 ﾕｻﾞﾜ ﾀﾞｲﾁ み

比例区 横山 信一 ﾖｺﾔﾏ ｼﾝｲﾁ 公

比例区 吉田 鈴香 ﾖｼﾀﾞ ｽｽﾞｶ み

比例区 吉田 忠智 ﾖｼﾀﾞ ﾀﾀﾞﾄﾓ 社

比例区 米田 雅子 ﾖﾈﾀﾞ ﾏｻｺ み

比例区 米山 哲郎 ﾖﾈﾔﾏ ﾃﾂｵ 公

比例区 吉山 英美 ﾖｼﾔﾏ ﾋﾃﾞﾐ 女

比例区 若林 亜紀 ﾜｶﾊﾞﾔｼ ｱｷ み

比例区 脇 雅史 ﾜｷ ﾏｻｼ 自

比例区 渡辺 具能 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄﾓﾖｼ 自

比例区 鰐淵 洋子 ﾜﾆﾌﾞﾁ ﾖｳｺ 公

今回の選挙で民意を示し、アメリカとの再交渉
が必要。日米共同宣言の見直しをし、最低でも
県外、できれば国外を実現したい。そのために
、超党派で市民連携し、交渉していきたい。

全面撤去を基本に対米交渉を行う。最低でも県
外・国外移設を実現する。

海の生物多様性を守るサンゴ
礁を埋め立てることには重大な
危機感を抱いている。新基地建
設には尚議論が必要である。

核の密約等、旧自民党政権時代になされた日
米間の約束ごとを見極めた上で、改めて議論を
始めるべき。

地球規模の戦略を進行するための基地である
在日米軍基地は世界の平和にとって有害です
。無条件撤去すべきです。

日米合意を白紙撤回し、普天間基地は無条件
で撤去する。そのための対米交渉にふみだす。

無条件撤去すべき。日米合意を撤回し、米国政
府と交渉する。

ﾔｽｲ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛ
ｳ

沖縄の負担を日本人全員が理解して、県外に
移設するべき。

123名　７月５日


	Sheet1

